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2003年度、2004年度産有色米のミネラル含量の変動
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1 はじめに

有色米 (色おЮ は「古価 と称され 近年、ミネラ

ル含量が高く健康によい米として消費者に認知されるよう

になった。しかしな力`ら、有色米が非有色米に対してどの

様なミネラルがどの程度高いか、網羅的に測定した報告は

なされていない。有色米はその色素特性を生力すため、玄

米として食べられることが多い。そこで、2∞3年度産と

21X14年度産を対象として、色素米玄米のミネラル含量の変

動を測定した。

2 3鵡瞼プ0去

有色米として秋田県産の 嘲紫」m、 「奥羽赤精

388号」0ホカ 、「おくのむらさき」C潟駕料、腕   (赤

ね 、茨城県産の「関東198号」(判郭Ю、福岡県産の 肛

染めもち」0おK)、 「ベニロマンJ1/4米)を供試した。さ

らに、比例弔に各産地の「コシヒカリ」も分析に供した。

玄米は測定に供するまで、 5℃にて保管した。

ミネラル測定のための試料分解方法 Dは、玄米 lgをホウ

ケイ酸ガラス製の 1011mLピーカに取り、ホットプレートけ

ショナル製NF― HC59)上で,プレート温度 100℃にて硝

酸 5mLを 2回、計 10止 を加えた。鋼 麟 の激しし溌泡

が終了した後、35%i3-2祀 を加え動 した。分解

中は蘭妻や過塩素酸の蒸発や飛沫によるロスを防ぐため、

ホウケイ酸ガラス製の目皿をビーカにかぶせた。分解液の

色が無色になった後、210℃にて過塩素酸を蒸発させた。乾

固した後、露硝酸を5mLほど加え、さら1鋼 した。分解

に用いたピーカを 蘭薗酸で洗い出し、1%硝酸水溶液量を

511mLにした 溶液はポリプロピレン製容器に保存し、ICP

分析用試料とした。各試料 lg分析を6点繰り返し、乾燥

重量あたりの平均値を求めた。玄米の乾重は、常圧 135℃、

20時間の通風乾燥法 )で測定した。試料の分解に用いた

硝酸、過塩素酸lP/olはいずれも精密分析用 lfD卿

を、その後の試料溶液調製用には精密分析用 350/m  (和

四 を 1%に希釈して用いた。希釈には、電気浸透

にて脱イオンした逆浸透水 (ミ リポア製、コ阪101をさら

に活性炭―イオン交換側罰範 し、紫外線により有機物分

解 (ミ リポア製、mi‖iQび調出載A101した超純水を用い

た。7元素Q贈、 K Ca、 Cu、 Fe、 Zn、 Plの測定は

騨 綸 プズ マ数 効 難
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山 Inst―ent8楔

ⅥST″MPЮ CCPAES)を用いた。和
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熙標

準液を用いて、 7元素の混合標準液を調製し、検量線を作

成した 本険量線は、Nat m.l lnettute oF Standans&

Tchnolow QБつ の米粉認証標準物質 Standard

…

Matenal GR0 1668aの 保証値と良い一致

を示した。

3 -―

250

200

E 150

= loo

50

0

●200年度産

口21D4●底患

ざ 熙 畷 ざ
図1 有色米のカルシウム含量の変動

図 1に各品種のカルシウム含量を示した。2003年度福岡

県産「コシヒカリ」が何らかの要因で高まったと考えると、

カルシウム含量に関して有色米は同産地同産年の「コシヒ

カリ」と比較して高い傾向を示した。なお、2004年度は秋

田と茨城で収穫期に台風の影響があり、一部で未熟米や穂

発芽が発生した。「コンヒカリJは色彩選別機を用いて未熟
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米襴 たヽハ 有色米資堺饗賜に きないたみ 粒径の小

さいものを除くにとどまつた
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図2.有色櫂)リ ン創鬱遊動

リン含量について|よ「コシヒカリ」と有色米ではほとん

ど差は認められなかつた (図 2)。 なお、2011娑胃師藝通

熟期に冠水してしまつた力ヽ そのような極端な環境にさら

されても 21X13-と 比ベリン勧副灘まとんど変動しな

かった。すなわち、 リンは安定した含量を示す元素と考え

ること力で きる。

図3.有色米のカリウム含量
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図4.有色米の亜鉛含量

カリウム (図 3)と亜鉛 (図 4)も リンと同様に 211113

年度産と

““

年度産において含量に大きな変動がなく、

「コシヒカリ」と有色米の間に大きな差力顎められなかつ

た。

図5.有じ紹漱含國D曖動

う 、鉄含量 図 5)は21X13-と 21y年度産にお

いて変動が大きかつたため、「コシヒカリ」と有色米で差を

判定できなかつた。リツ励襦 388号」、監腋 ム 秒佃庭

「コシヒカリ」、鴨錬 1%号ふ 茨励 越「コシヒカリ」

の21X4嘲 ま201D3`霧獲 と比へ鏑舒勘囁階に勘ロ

している。このこと|よ 冠水により土中力駿素不足になり、

鉄イオンが2価に還元され諮解度が上がり、略 吸収

されやすくなったことが原因の一つとして考えられる。登

熟期は しなかった獅剛螺こ

…

大き抑 ロカない

こともその考えを支持している。今後ポット栽培によるモ

7~ル寿蜘ビれヽ E議榊期に冠水し

―

を

調べる予定である。まな 試験栽浩された米だけでなく、

実際に店頭で販売されている米のミネラフレ含量も調べてい

く必要がある。

麟

本研究を行うにあたり、玄米試料をJ患却貢きました独

立行政法人農業・生物系特定蟹讐翅欄酢麓書部M開

究センター水田利冊部師誦口碓楚払 イ鸞妬形洞悧鋼陵部

蝙 九州噸 センター外肛イ4響膠調臓

研勢饉]豪掃れ たヽします。

3時

1)纂 ,適解。諄 :州躙畔 ,49,4αψ 0001.

2瀬痣一 :食品髄靡聯 2版 (日¨

維 員錦 ,p32(1984)0レD.

1ゞ5oo

爾 移グドが

-236-


